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研究成果の概要（和文）：本研究では，学童期における自己意識の発達的特徴を，20答法またはそれと類似した
方法によって捉えることに主たる焦点を当てた。研究レビューでは，嗜好についての表現や自己の能力について
の言及は小学生から中学生にかけてよく見られること，また，年齢が高くなるにつれ自己に対する評価が低くな
る傾向があることが明らかになった。実証研究では，2019年度に収集したデータの分析をもとに，自己の構成の
様相の検討ならびに，好き・嫌いといった嗜好に関わる表現や得意・不得意といった自己の能力についての表現
の出現頻度や様相の検討を行い，その発達的変化の特徴を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this study, we focused on clarifying the developmental features of 
elementary school children using Twenty Statements Test or similar tests. Through the review of 
prior researches, it was found that many elementary and junior-high school students refer to their 
tastes such as “like” or “dislike” and to self-efficacy such as “strong point” or “weak 
point,” and that the level of self-evaluations decreases with age. In our empirical research, we 
clarified the developmental features of elementary school children’s construction of their self, 
analyzing their description of “like” or “dislike” and “strong point” or “weak point”.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
発達支援を有効なものとするためには、発達的特徴を取り出すことが求められる。筆者も加わる研究グループで
は、1歳から6歳の時期に相当する発達アセスメントを行う尺度の開発に取り組み、一定の成果をあげてきた。今
回の研究においては、学童期における発達アセスメント尺度の開発に着手することをめざしたが、認知的な側面
の実証研究がコロナ禍のためできなかったが、学童期の自己意識の特徴に20答法を用いて迫ることができた。
このことは、学術的な面では学童期の発達理解に資するとともに、社会的には発達アセスメントのための基礎的
知見の一部となると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本研究の着想は、それまで数年にわたって継続してきた発達診断研究会の議論の中で得られ

たものである。同研究会の研究グループのメンバーを中心として、下記(3)に記すような幼児期
の発達アセスメントのための尺度開発を行い、一定の成果をあげたことを踏まえて、幼児期の
次の発達時期である学童期に焦点を当てた発達アセスメントを行うことが課題として浮上して
きた。その際、一つはいわゆる 9、10歳の発達の節目と呼ばれる発達の質的転換時期に焦点を
当て、認知発達を中心としつつも、発達的特徴を取り出すためには学童期の子どもの内面に迫
ることが必要ではないかとの考えを研究グループの共通認識として持ったことが、今回の研究
の着想につながっている。 
近年、発達アセスメントにかかわる研究は世界的に見て増加している。これは、自閉スペク

トラム症などの発達障害を早期に診断し適切な対応（相談や療育など）を行う必要性が重要な
要因となっている。発達障害にかかる発達アセスメントにおいては、従来の知能検査や発達検
査の研究成果を踏まえつつ、障害特性と関連づけた新たなアプローチが採用されている。本研
究は、そうした研究動向を踏まえつつも、発達障害に特化したものではなく、発達の質的変化
を捉えることを位置づけている。その理由は、人間発達の共通性にかかる変化を抽出すること
に基づき発達課題を明らかにすることが、実りある教育実践にもつながるからである。 
研究グループは、発達支援を有効なものとするためには、発達的特徴を取り出す仮説的枠組

みとしての発達の質的転換期の概念が重要であると捉え、定型発達では 1歳から 6歳の時期に
相当する発達アセスメントを行う尺度（当時は、「発達チェックリスト」という名称を用いてい
た）の開発に取り組み、一定の成果をあげてきた。開発された尺度によって収集されたデータ
に対し、申請者らは、強い仮説を理論上必要としないコレスポンデンス分析を用いた分析を行
い、理論から予想される発達段階ごとの構造を抽出してきた。幼児期の終わりころまでの発達
的特徴を取り出すことはできていることから、今後、その先の発達的特徴をいかに取り出すこ
とができるかが課題となっている。 
研究開始当初の研究環境として申請者は、幼児を対象としたデータの収集や分析に習熟して

きており、今回の対象年齢は異なるものの学童期の子どもを対象とした実証研究を開始できる
条件は整っていた。なお、研究を遂行する上で必要となる機材や設備については新たに購入せ
ずとも整っていたことも付け加えておきたい。 
本課題の研究を遂行するにあたっては、協力してもらえる研究者が同じ大学あるいは比較的

近隣の大学に所属しており、連絡は日常的に行える環境にあった。また、それぞれ現在までの
研究・実践の蓄積をふまえた意見交換を行い、研究着手に向けての準備は整っていた。 
 
２．研究の目的 
学齢期の発達的特徴を捉えるための尺度開発を行うことが本研究の主要な目的であった。焦

点となるのは、発達の質的な転換が起こることが想定されている 9～10歳頃の発達の節といわ
れる時期である。この問題に対して学術的エビデンスを提供しようとするところに本研究の意
義がある。この時期は、認知的側面だけではなく、意志や感情の働きを含めた様々な側面での
変化が生じる。 
 
３．研究の方法 
本研究では、主として認知的側面を捉える測度によって尺度構成を行う点は、従来の知能検

査や発達検査と共通するが、発達をトータルに捉える観点から、目的意識性や対人社会性の働
きとも関連する自己意識の諸側面の検討をあわせて行い、学齢期の発達的特徴を描写するため
の理論構成をめざす。認知的側面における発達の質的転換を捉えるために、申請者が幼児期の
発達尺度開発に関連する研究で用いたものと同様の多変量解析を用いた手法により分析を進め
る。自己意識の諸側面については、アセスメント方法の開発について探索的な検討を進め、認
知的側面との関連の検討を行うことをめざす。 
 
４．研究成果 
 残念ながら、3 年間の研究期間において、２つの到達目標（①認知的発達については量的な
データに基づく実証的な根拠を提供すること、②自己意識の諸側面と認知的発達との関連を捉
えようとすること）を十分達成することはできなかった。その主要な原因は、2019 年より始ま
った、新型コロナウィルスの全世界的な感染拡大の影響により、小学校での認知発達にかかわ
る量的調査の実施ができなかったことである。認知にかかわるデータ収集では、実際に学校現
場に研究者が入る予定であったが、それが許される状況ではなかった。そうした状況でも、何
とかかろうじて、自己意識に関わる調査データを収集することができた。それゆえ、到達目標
②のうち、小学生における「自己意識の諸側面」を捉えることについては、一定の成果をあげ
ることができたといってよい。 
 実際に主として行ったのは、小学生を対象として行った 20答法を用いた調査結果の分析、な
らびに小学生を対象とした 20 答法（ならびにそれと類似した方法）を用いた先行研究の検討で
あった。 
 20 答法は、自己意識、自己理解を研究するために開発され、多くの知見が蓄積されてきた調
査方法である。自分のことについての書字による記述を最大 20回行うことが求められることか



ら 20 答法と名づけられた。他に、Who-am-I テストという呼称もある。 
 本研究の実証研究部分は、3年間を通じて、20答法を用いた小学生を対象とする調査のデー
タ（2019 年度に収集）をもとにした分析をもとに構成されている。調査の概要は以下の通りで
ある。調査期間は 2019 年 7 月下旬〜９月上旬。質問紙を担任の先生が配布して実施した。         
回答時間の制限は特に設けなかった。参加児は条件（他者意識の視点）の有無によって、２群
に分けられた。『条件なし』グループでは「あなたのことについて書いてください」と教示され
た。『条件あり』グループでは、「あなたのことをよく知らない人に、あなたのことを紹介して
ください」と教示された。 
2019 年度には、対人援助学会第 11 回大会において「学童期における自己の構成の発達―20

答法を用いた分析―」と題する報告を行い、2020 年度には、日本発達心理学会第 32 回大会に
おいて「20 答法の回答からみた小学生の発達的特徴－「好き」および「嫌い」の記述に着目し
た分析－」と題する報告を行った。2021 年度には、それまでの分析に新たな分析を加えた報告
を行った（心理科学研究会、秋の研究集会、障害分科会（2021 年 12 月 12 日））。その報告にお
いては、9，10歳頃に着目する意味について、新版 K式発達検査 2020 が標準化された際の各下
位課題の平均通過日齢の傾向が、10歳ころを境に全領域得点と課題の平均通過日齢との関係が
線形的なものではなくなっていく傾向を指摘し、10 歳以降の発達を捉えるためには、課題に対
する適応度の向上という側面ではとらえられない部分を捉えるアセスメント方法が求められる
ことを指摘した。そのうえで、収集した 20 答法データに基づく分析結果が報告された。分析の
視点は、ならびに好き・嫌いへの着目、ならびに得意・不得意への着目であった。 
 好き・嫌いに着目した分析からは以下のことが明らかとなった。「好き」と「嫌い」に共通し
た対象として多く選ばれたカテゴリーは、「食べ物」と「学び」であった。これらは小学生の好
悪両面の感情に影響しやすい対象であろう。「好き」および「嫌い」における代表的な対象カテ
ゴリーの出現率は、今次の調査においては 3年生がピークとなりやすいことが示された。自ら
の嗜好性の書き言葉による表現は 3年生ころに大きく向上するのかもしれない。 
 得意・不得意に着目した分析からは以下のことが明らかになった。「得意」の回答では、「条
件あり」が「条件なし」より多く回答していた。「条件あり」では 3年生で半数以上の参加児が
「得意」なことについて回答しており、5年生が最も多かった。「条件なし」では、半数を超え
ることはなく、3年生が最も「得意」なことについて回答していた。「不得意」の回答は「得意」
より回答数は少なかった。「条件あり」が「条件なし」より多く回答しており、4年生が最も多
かった。「条件なし」では、5年生の回答が最も多かった。 
 文献研究（立命館産業社会論集、第 56 巻第 4号に掲載）における目的は，小学生を対象者に
含む 20答法（Twenty Statements Test: TST）を用いた主として日本における諸研究の文献展
望を行うことで，用いられた分析方法，とりわけカテゴリー分類のあり方について検討すると
ともに，小学生における自己理解の発達的特徴を明らかにすることであった。分析に用いられ
たカテゴリーの多くは記述の内容面の分類に関するものであったが，自己への評価を取り出す
工夫もなされていた。カテゴリー分類後になされた分析では，カテゴリーの出現率を年齢群間
で比較する手法がよく用いられたが，多変量解析によってカテゴリー間の関係性を集約する分
析がなされた研究もあった。小学生期には外面的・具体的な属性を記述する傾向が強いものの，
学年が高くなるほど内面的・抽象的な属性への言及が増加していた。対象の好き嫌いのような
嗜好についての表現，あるいは得意不得意のような自己の能力についての言及は小学生から中
学生にかけてよく見られるが，研究によってピークとなる時期は異なっていた。また，年齢が
高くなるにつれて自己に対する評価が低くなる傾向がみられた。小学生の自己理解に焦点を当
てるには，それに適したカテゴリー作成の必要性があることが示唆された。 
20 答法は、回答の自由度が高く、自分に関わることであれば何であれ記述できるところから、

幅広く自己の諸側面を捉えられる技法である。しかし、自由度が高いことは、分析することの
困難を意味してもいる。今回、小学生の自己意識を探るために 20 答法を実施することで、多く
の知見を得ることができたが、それでもなお、収集したデータは、ここに記載できたことに尽
くしえない内容を含んでいるように思われる。 
 20 答法の分析で得られた知見は、研究開始当初に企図していた学齢期のアセスメント項目の
開発に、ダイレクトに結びつくものではない。それでも、自己認識の発達的特徴を捉える探針
としての役割は担えるのではないかと考えられる。 
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